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ションJ r抗癌剤/薬液処理J r抗癌剤/排池物処理J r頭蓋内圧低下体位J、知識段階:
なし、態度段階 r抗癌剤/皮膚露出防止j、決定段階 r感覚情報の提供J r除毛法J、
実行段階 r鴨下訓練体位J r I V Hの消毒法j r勝脱訓練Jであった。
2.栂創ケア事項に関するイノベーション普及段階は、知らない段階 r坐位の減圧J、
知識段階 rプレーデンスケールJ r皮膚の清潔法J、態度段階 r栄養状態の保持J rイ
ソジンシュガー療法J、決定段階「仰臥位角度J r側臥位角度j r円座のリスクJ r発赤の
マッサージ禁J r発赤の摩擦予防J r水癒の対応J r湿潤環境の保持J r生食洗浄法J r消









































2.一般的事項と栂創ケア事項に関するイノベーション普及過程 ・・・・ 5 
1 )一般的事項に関するイノベーション普及段階 ー 5
2)祷創ケア事項に関するイノベーション普及段階 ・・・・・・・・ 6 















































































































































































1.50-2.49 :態度段階、 2.50-3.49:決定段階、 3.50-4.00:実行段階とした。
4)属性及び職場環境に対する意識に関する各項目得点の差の検定には、一部、正規分布の偏りがあっ
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「皮膚の清潔法J、態度段階 r栄養状態の保持J rイソジンシュガー療法J、決定段階 r仰臥位
角度J r側臥位角度J r円座のリスクJ r発赤のマッサージ禁J r発赤の摩擦予防J r水癌の対応J
「湿潤環境の保持J r生食洗浄法J r消毒剤の生食洗浄J r保護剤の使用方法J r壊死組織の処置J、
実行段階 r体位変換法Jであった(表3) 0 
普及の割合が低かった項目は、 “坐位の減圧のリストアッフ"で、約56%が知らない段階であり、












































































































































決定段階「仰臥位角度J r側臥位角度J r円座のリスクJ r発赤のマッサージ禁J r発赤の摩擦予防J
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表1 一般的事項と橋創ケア事項についての文献と発行年
項 目 初期論文 発行年 支持論文 発行年
①抗癌剤の多くはDNAを変化させるため、抗癌剤注射液を準備する時は手袋、 佐藤(13) 1992 柿川(14) 1992 
予防衣、マスクなどを着用して皮膚の露出を最小限にする。
②抗癌剤注射液の準備は、妊娠中の人を避け、同一の人が続けて作成しないよ 藤田ら(15) 1992 白戸(16) 1992 
一 うにローテーションを組む。
③抗癌剤は酸性で、石鹸によって中和されるので、薬液をこぼした時には石鹸 柿川(14) 1992 大倉(17) 1992 
水で3回以上拭きとる。
般 ④抗癌剤治療をおこなった患者の48時間以内の尿を扱う時には、ガウン、手袋、 柿)1(14) 1992 大倉(17) 1992 
マスクを着用する。
⑤鴨下訓練時の誤鴨防止には、上半身を30"'60度挙上した体位をとる。 才藤(18) 1987 瀬崎ら(19) 1988 
的 ⑥脳神経外科領域において頭蓋内圧を低下させ脳濯流圧を上昇させる体位は、 村上ら(20)1988 溝上ら(21)1990 
頭部を前屈し、上半身を15"'45度挙上する。
⑦処置や手術を受ける前に、痛みの経減や術後の経過を促進させるために痛み 小野寺(22)1973 小島(23) 1981 
事 などの感覚について予測情報を与える。
⑧中心静脈カデーテルラインの側注やラインの交換時は、接続部を無菌的操作 川敷ら(24)1987 持ら(25) 1989 
でヒビテンアルコールやイソジン綿球で消毒する。
項 ⑨手術野の清潔ならびに術後創感染予防を目的に実施されている剃毛は、皮膚 持ら(25) 1988 伊深ら(27)1988 
損傷によって感染リスクが増大するため、毛が深く処置・手術の妨げになる場
合を除いて剃毛は行わない。
⑬婦人科・泌尿器・直腸手術による勝腕神経障害が考えられる患者の場合には、 片桐(28) 1990 西尾ら(29)1990 
勝蹴訓練をおこなってから勝腕留置カデーテルを抜去する。
①栂創発生のハイリスク患者には、予防的ケアを実施するため嬬創発生予測ス 真田ら(30)1990 小藤ら(31) 1991 
ケール(日本語版プレーデンスケール)などを使用する。
②仰臥位では、 30。以下のギヤジアップおよび膝の角度を60。以下にすること 稲垣ら(32)1981 徳永(33) 1992 
祷 で、仙骨部の体圧を防止する。
③側臥位では、傾度を30。以下にして大転子部に直接圧力が加わわらないよう 徳永(33) 1992 佐野ら(34)1995 
にする。
重リ ④車イスなどの坐位では、およそ15分ごとに殿部を浮かすリストアップをする 伴ら(35) 1994 佐野ら(34)1995 
と坐骨結節部の圧力を減少する。
⑤円座は中心部の皮膚を過伸展させ、円座内部の血液循環を悪化させる危険性 石堂(36) 1989 徳永(37) 1990 
ケ が高いため、使用には注意する。
⑥皮膚の摩擦は樽創発生の要因となるため、橋創発生のハイリスク患者の体位 稲垣ら(38)1991 塚田ら(39)1991 
交換をする場合には、原則として複数の人数で行い、浮かすようにしたり、シ
ア ーツやパスタオルを利用して行う。
⑦皮膚の湿潤と皮脂膜を保つために、祷創発生のハイリスク患者の清拭や入浴 徳永ら(40)1992 真田ら(41) 1994 
を行う場合には、ぬるめの湯・弱酸性の石鹸を用いて、一度で拭き取るなどの
事 方法を行う。
⑧低栄養状態は組織耐久性に影響を及ぼすので、栄養指標としてTP6g/dQ以 棚瀬ら(42)1990 塚田ら(39)1991 
上、 ALb3.5g/dQ以上、 Hb10g/dQ以上を保持し、ビタミンCや微量元素
項 補給も必要である。
⑨発赤があらわれた部分の深部では、より広範囲の組織の損傷がおこっている 徳永(37) 1990 棚瀬ら(42)1990 
ため、マッサージは行わない。
⑩閉鎖性ドレッシンク、材の貼用は、発赤部位の摩擦の予防に有効である。 徳永(37) 1990 棚瀬ら(42)1990 
⑪水泡内には、炎症細胞や細胞発育因子が含まれているので、治癒を遅らせな 徳永(37) 1990 棚瀬ら(42)1990 
いためにも水泡は破らない。
⑫びらん・潰揚になった祷創は、創の感染がない限り、上皮細胞の増殖促進の 真田ら(43)1988 徳永(37) 1990 
ために創は閉鎖性ドレッシング材で湿潤環境をつくる。
⑬縛創は、損傷があっても感染がなければ、生理食塩水の洗浄だけで、消毒剤 徳永(37) 1990 棚瀬ら(42)1990 
を使用しない。
⑪消毒剤は、細胞障害の作用があるので、消毒剤を使用した場合は、生理食塩 徳永(37) 1990 棚瀬ら(42)1990 
水で洗浄し、創に消毒剤を残さない。
⑮閉鎖性ドレッシング材は、感染や多量の浸出液がみられる場合は使用しない。 徳永(37) 1990 棚瀬ら(42)1990 
⑮イソジンシュガーは、高浸透庄環境下で細菌増殖・浮腫軽減を図るため、 徳永(37) 1990 探回(44) 1992 
第3-第4度で壊死組織があり、感染をおこしているものに適応する。






n% n % 
329 20.4 279 17.3 










































n% n % 
636 39.4 138 8.6 




















































































n% n % 
125 7.8 320 20.0 290 18.1 















































































































































①抗癌剤/皮膚露出防止 1992 6 2.0 態度
②抗癌剤/日ー テサョン 1992 6 0.0 知らない
③抗癌剤/薬液処理 1992 6 0.0 知らない
④抗癌剤/排池物処理 1992 6 0.0 知らない
⑤畷下訓練体位 1988 10 4.0 実行
⑥頭蓋内圧低下体位 1990 8 0.0 知らない
⑦感覚情報の提供 1981 18 3.0 決定
⑧IVHの消毒法 1989 1 1 4.0 実行
⑨除毛法 1988 1 1 3.0 決定
⑩腸腕訓練 1990 8 4.0 実行




①プレーデンスケール 1991 7 1.0 知識
②仰臥位角度 1992 6 3.0 決定
③側畝位角度 1995 3 3.0 決定
④坐位の減圧 1995 3 0.0 知らない
⑤円座のリスク 1990 8 3.0 決定
⑥体位変換法 1991 7 4.0 実行
⑦皮膚の清潔法 1994 4 1.0 知識
⑧栄養状態の保持 1991 7 2.0 態度
⑨発赤のマッサージ禁 1990 8 3.0 決定
⑩発赤の摩擦予防 1990 8 3.0 決定
⑪水癌の対応 1990 8 3.0 決定
⑫湿潤環境の保持 1990 8 3.0 決定
⑬生食洗浄法 1990 8 3.0 決定
⑭消毒剤の生食洗浄 1990 8 3.0 決定
⑮保護剤の使用法 1990 8 3.0 決定
⑬イソジンシュガー療法 1992 6 2.0 態度
⑪壊死組織の処置 1990 8 3.0 決定





一般的事項 n Mdn 平均順位 n Mdn 平均順位 n Mdn 平均順位 検定
①抗癌剤/皮膚露出防止 741 2.0 839.7 512 2.0 813.0 356 1.0 721.3 *** 
②抗癌剤/ロー テー ション 753 0.0 777.8 508 0.0 826.4 345 0.0 825.9 * 
③抗癌剤/薬液処理 754 0.0 779.0 512 0.0 804.2 352 0.0 882.6 *** 
④抗癌剤/排池物処理 750 0.0 784.8 509 0.0 820.4 355 0.0 827.0 * 
⑤時下訓練体位 720 4.0 749.5 505 4.0 835.5 346 4.0 789.7 ** 
⑥頭蓋内圧低下体位 736 0.0 777.6 505 0.0 822.6 341 0.0 775.4 
⑦感覚情報の提供 726 3.0 771.0 503 3.0 809.4 329 3.0 752.6 
⑧IVHの消毒法 733 4.0 812.4 502 4.0 772.0 339 4.0 756.7 ホ
⑨除毛法 731 3.0 794.0 497 3.0 794.3 343 2.0 756.9 
⑮勝腕訓練 730 4.0 751.8 491 4.0 767.0 342 4.0 868.1 *地*
祷創ケア事項 6年未満 6年以上16年未満 16年以上 検定
①プレーデンスケール 735 1.0 803.4 514 1.0 834.0 349 0.0 740.5 ** 
②仰臥位角度 731 3.0 741.5 500 3.0 815.9 341 3.0 839.8 車事*
③側臥位角度 724 3.0 751.8 498 3.0 800.2 336 3.0 808.7 
④坐位の減圧 739 0.0 765.5 507 0.0 834.5 341 0.0 795.7 * 
⑤円鹿のリスク 735 3.0 743.4 499 3.0 822.9 337 3.0 824.2 車場
⑥体位変換法 732 4.0 805.0 497 4.0 787.4 345 4.0 750.4 
⑦皮膚の清潔法 737 1.0 747.1 501 1.0 800.1 334 2.0 852.9 *** 
⑧栄養状態の保持 702 2.0 756.0 463 2.0 769.0 320 2.0 676.7 ** 
⑨発赤のマッサージ禁 738 3.0 759.6 499 3.0 819.1 330 3.0 785.6 
⑬発赤の摩擦予防 725 3.0 737.8 497 4.0 843.1 336 3.0 775.5 *** 
⑪水癌の対応 731 3.0 715.8 497 3.0 845.6 336 3.0 834.4 *** 
⑫湿潤環境の保持 727 3.0 714.1 501 3.0 868.4 336 3.0 802.6 *** 
⑬生食洗浄法 733 3.0 739.0 500 3.0 841.7 336 3.0 801.0 ホ**
⑭消毒剤の生食洗浄 735 3.0 756.4 493 3.0 843.6 336 3.0 750.1 *** 
⑮保護剤の使用法 725 3.0 686.4 495 4.0 882.0 335 4.0 822.5 *** 
⑮イソジンシュガー療法 734 1.0 674.5 493 3.0 860.2 332 3.0 894.1 *ネ*
⑪壊死組織の処置 735 3.0 711.9 492 3.0 853.1 329 3.0 815.8 本**




ない ある ! ない ある
一般的事項 n Mdn 平均順位 n Mdn 平均順位 U検定 n Mdn 平均I1慎位 n Mdn 平均順位 υ検定




























1081 0.0 777.8 
1090 0.0 781.0 
1083 0.0 781.8 
1052 4.0 758.3 
1056 0.0 754.4 
1042 3.0 749.9 
1060 4.0 770.1 
1050 3.0 753.5 
1054 4.0 771.0 
ない
1065 1.0 783.0 
1049 3.0 749.9 
1033 3.0 738.4 
1060 0.0 782.9 
1048 3.0 742.6 
1048 4.0 777.2 
1043 1.0 752.1 
997 2.0 713.5 
1051 3.0 743.7 
1038 3.0 738.2 
1048 3.0 727.7 
1046 3.0 727.0 
1046 3.0 747.5 
1048 3.0 749.2 
1041 3.0 724.9 
1043 2.0 734.1 



































































































































***pく.001 * * pく.01 * pく.05
表8 看護研究・研修会番手加おける 2群閉のイノベーション段措得点のU検定の結果
者擁研究





















2.0 878.6 * *場
3.0 785.2 




1.0 836.6 '" 
3.0 812.8 
3.0 860.1. * '" * 
0.0 778.7 



















2.0 850.8 * * 


























ない ある ない ある
一般的事項 n Mdn 平均順位 n Mdn 平均順位 U検定 n Mdn 平均順位 n Mdn 平均JI麗位 U検定
①抗癌剤/皮膚露出防止 382 2.0 887.4 1219 1.0 773.9 *** 619 1.0 754.8 963 2.0 815.1 ** 
②抗癌剤/日甲子ーション 389 0.0 765.5 1211 0.0 811.7 * 621 0.0 770.4 960 0.0 804.3 
③抗癌剤/薬液処理 390 0.0 756.2 1220 0.0 821.3 "'* 625 0.0 761.1 968 0.0 820.2 *** 
④抗癌剤/排池物処理 387 0.0 765.8 1220 0.0 816.1 ** 625 0.0 784.4 963 0.0 801.1 
⑤嚇下訓練体位 378 3.0 704.9 1185 4.0 806.6 *** 598 3.0 697.3 947 4.0 820.8 *** 
⑥頭蓋内圧低下体位 380 0.0 751.4 1194 0.0 799.0 603 0.0 736.9 954 0.0 805.6 ** 
⑦感覚情報の提供 377 3.0 774.0 1173 3.0 776.0 596 3.0 720.4 937 3.0 796.6 *キ*
⑧IVHの消毒法 382 4.0 835.0 1184 4.0 766.9 ** 605 4.0 742.5 946 4.0 797.4 ** 
⑨除毛法 377 3.0 783.2 1186 3.0 781.6 602 2.0 743.0 944 3.0 792.9 * 
⑮勝脱訓練 373 3.0 684.1 1182 4.0 807.6 *** 600 3.0 712.0 938 4.0 806.3 *** 
梅創ケア事項 ない ある U検定 ない ある U検定
①プレーデンスケール 381 0.0 753.6 1209 1.0 808.7 * 611 0.0 727.7 960 1.0 823.1 *** 
②仰臥位角度 379 3.0 745.6 1185 3.0 794.3 604 3.0 712.1 942 3.0 812.9 *場*
③倒j臥位角度 375 3.0 742.2 1175 3.0 786.1 594 3.0 686.4 938 3.0 817.2 *** 
@坐位の減圧 383 0.0 746.8 1196 0.0 803.8 * 608 0.0 760.8 955 1.0 795.5 
⑤円座のリスク 383 3.0 754.2 1186 3.0 790.4 601 2.0 687.8 947 3.0 829.5 *** 
⑥体位変換法 380 4.0 794.2 1186 4'.0 780.1 601 4.0 774.6 946 4.0 773.6 
⑦皮膚の清潔法 381 0.0 735.0 1182 1.0 797.2 *' 602 0.0 725.0 944 2.0 804.4 *** 
⑥栄養状態の保持 369 2.0 752.9 1109 2.0 735.0 575 2.0 701.4 888 2.0 751.8 * 
@発赤のマッサージ禁 382 3.0 757.1 1178 3.0 788.1 604 3.0 712.4 939 3.0 810.3 *** 
⑩発赤の摩燥予防 378 3.0 715.6 1172 3.0 794.8 牢* 594 3.0 704.0 938 4.0 806.1 **キ
⑪水抱の対応 379 3.0 717.1 1178 3.0 799.0 ** 597 3.0 693.0 944 4.0 820.3 **申
⑫湿潤環境の保持 380 3.0 686.4 1176 3.0 808.3 *** 595 3.0 688.8 943 3.0 820.4 牢**
⑬生食洗浄法 379 2.0 721.9 1181 3.0 799.3 *申 595 3.0 724.7 948 3.0 801.7 *** 
⑮消毒剤の生食洗浄 380 2.0 742.7 1177 3.0 790.7 594 3.0 723.2 947 3.0 801.0 *車掌
⑮保護剤の使用法 378 3.0 648.7 1169 4.0 814.5 *** 599 3.0 658.4 931 4.0 834.4 *** 
⑮イソジンシュガー療法 384 1.0 621.6 1166 3.0 826.2 *** 601 2.0 672.3 933 3.0 828.8 *** 






























































































2.0 804.1 * 
0.0 770.7 
0.0 787.8 
0.0 801.6 * * 




























































































































































































n Mdn 平均順位 U検定
856 2.0 829.3 
852 0.0 798.4 
858 0.0 818.2 
855 0.0 808.2 
835 4.0 788.8 
841 0.0 806.8 
826 3‘o 796.5 
828 4.0 822.3 キ**
845 3.0 808.1 * 
834 4.0 798.4 
肯定的 U検定
850 1.0 799.6 
836 3.0 810.6 * 
828 3.0 799.4 * 
843 0.0 798.0 
834 3.0 809.1 ホ
832 ・4.0 795.3 
834 1.0 806.7 * 
783 2.0 771.1 * 
830 3.0 801.5 
827 3.0 799.0 * 
831 3.0 808.4 * * 
827 3.0 802.0 * 
828 3.0 779.1 
831 3.0 ・781.5
825 4.0 813.8 * * 01< 
826 .3.0 808.3 * * 
822 3.0 784.2 
否定的
n Mdn 平均順位
887 1.0 781.4 
883 0.0 803.8 
894 0.0 790.7 
895 0.0 796.6 
875 4.0 787.2 
879 0.0 760.2 
861 3.0 744.2 
870 4.0 761.7 
870 3.0 764.3 
866 4.0 788.2 
吾定的
880 1.0 777.6 
867 3.0 745.8 
859 3.0 739.7 
879 0.0 760.7 
867 3.0 768.7 
866 4.0 768.5 
871 1.0 748.1 
827 2.0 694.6 
866 3.0 754.6 
859 3.0 743.9 
865 3.0 749.9 
859 3.0 756.1 
870 3.0 763.9 
864 3.0 752.8 
861 3.0 747.7 
858 2.0 747.8 
855 3.0 747.1 
肯定的
n Mdn 平均順位 υ検定
717 2.0 828.6 * 
719 0.0 798.6 
719 0.0 827.3 * 
715 0.0 816.6 
691 4.0 778~8 
698 1.0 825.2 * * 
693 3.0 818.9 * * * 
700 4.0 815.1 * 
696 3.0 807.5 
692 4.0 768.6 
肯定的 U検定
713 1.0 821.0 * 
701 3.0 832.4 * * 
694 3.0 823.2 * *場
703 0.0 830.0 * * * 
698 3.0 800.8 
703 4.0 805.3 
695 2.0 827.9 :1< * * 
654 3.0 799.7 :1< * * 
697 3.0 816.1 * * 
696 4.0 820.0 キ**
695 4.0 824.8 * * * 
700 3.0 809.4 * 
693 3.0 804.7 
695 3.0 813.8 * 
689 4.0 810.2 * 
696 3.0 814.1 * * 
696 3.0 811.5 本*
否定的
n Mdn 平均順位
749 1.0 772.9 
750 0.0 805.0 
756 0.0 795.3 
756 0.0 803.5 
732 4.0 778.6 
737 0.0 769.8 
729 3.0 757.0 
733 4.0 744.5 
722 2.0 755.8 
725 4.0 758.8 
否定的
744 1.0 795.1 
733 3.0 755.7 
726 3.0 752.6 
740 0.0 785.3 
732 3.0 754.4 
738 4.0 774.5 
733 1.0 758.2 
699 2.0 708.4 
734 3.0 761.0 
729 3.0 755.2 
730 3.0 749.8 
733 3.0 756.3 
736 3.0 786.3 
729 3.0 779.4 
726 3.0 733.0 
728 2.0 742.5 



































一般的事項 n Mdn 平均順位 n Mdn 平均I1憤位 U検定
①抗癌剤/皮膚露出防止 722 1.0 760.0 881 2.0 836.4 *** 
②抗癌剤/ロー トション 716 0.0 794.7 883 0.0 804.3 
③抗癌剤/薬液処理 726 0.0 792.1 885 0.0 817.4 
④抗癌剤/排j世物処理 725 0.0 794.3 883 0.0 812.9 
⑤時下訓練体位 707 4.0 755.5 857 4.0 804.8 * 
⑤頭蓋内圧低下体位 719 0.0 768.1 856 0.0 804.7 
⑦感覚情報の提供 703 3.0 721.4 849 3.0 822.1 **キ
⑧IVHの消毒法 713 4.0 740.4 856 4.0 822.1 *** 
⑨除毛法 707 2.0 755.3 857 3.0 805.0 * 
⑩跨脱訓練 698 4.0 783.0 858 4.0 774.8 
栂創ケア事項 否定的 肯定的 U検定
①プレーデンスケール 717 0.0 766.8 874 1.0 820.0 * 
②仰臥位角度 706 3.0 729.0 860 3.0 828.2 *** 
③側臥位角度 700 3.0 711.5 851 3.0 829.1 *申*
@坐位の減圧 706 0.0 762.2 874 0.0 813.3 * 
⑤円座のリスク 708 3.0 727.1 855 3.0 827.4 *** 
⑥体位変換法 703 4.0 760.9 864 4.0 802.8 * 
⑦皮膚の清潔法 710 1.0 745.5 854 2.0 813.3 事牢
⑥栄養状態の保持 679 2.0 689.9 801 3.0 783.4 *** 
⑨発赤のマッサージ禁 709 3.0 731.6 853 3.0 823.0 *** 
⑪発赤の摩擦予防 700 3.0 724.5 854 4.0 821.0 *** 
⑪水癌の対応 698 3.0 720.1 860 4.0 828.0 *** 
⑫湿潤環境の保持 703 3.0 716.3 855 3.0 831.5 *** 
⑬生食洗浄法 706 3.0 753.8 855 3.0 803.5 串
@消毒剤の生食洗浄 700 3.0 734.7 857 3.0 815.2 *** 
⑮保護剤の使用法 700 3.0 699.8 848 4.0 836.2 *** 
⑮イソジンシュガー療法 700 2.0 723.6 851 3.0 819.1 *** 
⑫壊死組織の処置 701 3.0 746.0 8483.0 799.0 * 




一般的事項 n Mdn 平均順位 n Mdn 平均1位 U検定
①抗癌剤/皮膚露出防止 649 1.0 777.3 953 2.0 818.0 
②抗掻剤/日ー トション 645 0.0 806.8 954 0.0 795.4 
③抗癒剤/薬液処理 651 0.0 791.0 960 0.0 816.2 
④抗癌剤/排j世物処理 650 0.0 801.0 958 0.0 806.9 
⑤嚇下訓練体位 636 4.0 770.8 928 4.0 790.5 
⑥頭葦内圧低下体位 641 0.0 763.2 934 0.0 805.0 
⑦感覚情報の提供 629 3.0 710.9 923 3.0 821.2 *** 
⑤IVHの消毒法 638 4.0 733.9 931 4.0 820.0 *** 
@除毛法 634 2.0 756.5 930 3.0 800.3 
⑪勝脱訓練 628 4.0 757.6 928 4.0 792.6 
祷創ケア事項 否定的 肯定的 U検定
①プレーデンスケール 643 1.0 796.5 948 1.0 795.6 
②仰臥位角度 632 3.0 731.0 935 3.0 819.8 *** 
@側臥位角度 627 3.0 723.7 924 3.0 811.5 *** 
④坐位の減圧 640 0.0 777.3 940 0.0 800.0 
⑤円座のりスク 635 3.0 725.3 929 3.0 821.6 *** 
⑥体位変換法 633 4.0 753.5 935 4.0 805.5 ** 
⑦皮膚の清潔法 633 1.0 759.0 931 1.0 798.4 
⑧栄養状態の保持 608 2.0 694.7 871 3.0 771.6 *** 
⑨発赤のマッサージ禁 630 3.0 736.0 932 3.0 812.2 か*市
⑩発赤の摩擦予防 628 3.0 730.6 925 4.0 808.5 *** 
⑪水癒の対応 627 3.0 720.6 931 3.0 819.2 串**
⑫湿潤環境の保持 627 3.0 744.6 930 3.0 802.2 キ*
⑬生食洗浄法 628 3.0 762.1 933 3.0 793.7 
⑪消毒剤の生食洗浄 628 3.0 758.6 929 3.0 792.8 
⑮保護剤の使用法 625 3.0 697.6 924 4.0 827.4 *** 
⑮イソジンシュガー療法 624 2.0 729.1 928 3.0 808.4 *** 
⑪壊死組織の処置 630 3.0 753.6 919 3.0 789.7 




n Mdn 平均順位 n Mdn 平均順位 υ検定
777 1.0 765.6 829 2.0 839.0 *** 
780 0.0 800.8 823 0.0 803.2 
789 0.0 798.0 826 0.0 817.6 
783 0.0 797.5 829 0.0 815.0 
761 4.0 756.2 807 4.0 811.2 ** 
773 0.0 787.5 806 0.0 792.4 
760 3.0 724.1 795 3.0 830.4 *** 
765 4.0 760.2 807 4.0 811.4 ** 
760 2.0 750.7 808 3.0 816.3 ** 
762 4.0 771.0 798 4.0 789.6 
否定的 肯定的 U検定
771 1.0 785.4 824 1.0 809.8 
761 3.0 740.0 809 3.0 828.3 *** 
755 3.0 740.5 800 3.0 813.4 *** 
766 0.0 754.1 818 0.0 828.5 *** 
758 3.0 710.5 809 3.0 852.9 *** 
758 4.0 773.4 813 4.0 797.8 
761 1.0 760.6 807 1.0 807.1 申
727 2.0 701.1 756 3.0 781.4 *** 
760 3.0 750.3 80S 3.0 814.0 ** 
752 3.0 732.8 805 4.0 822.2 *キ*
758 3.0 720.6 804 4.0 839.0 *** 
757 3.0 723.3 804 3.0 835.4 申*牢
755 3.0 749.3 810 3.0 814.5 ** 
758 3.0 749.1 803 3.0 811.1 ** 
752 3.0 677.1 800 4.0 869.9 *** 
756 2.0 708.0 799 3.0 844.3 *** 
756 3.0 723.9 797 3.0 827.4 *** 
表13 27項目毎のイノベーション段階得点の重回帰分析の結果
個人特性 職場環境に対する意議 自由度調整
一般的事項 経験年数 学会参加 所属学会 看護研究 研修会参加 購読専門誌 図書利用 やりがい 医療職の連携 協力体制 意見交換 コミュニケーション R2値(決定係数)
①抗癌剤/皮膚露出防止 ー.14ま*念 一.12*** .06* .06* .11象事$ .05**本
②抗窟剤/ロー テー ション .12*** 
③抗癌剤/薬液処理 .06事 .07象 .03*念*
@抗癌剤/排濯物処理
⑤鴨下訓練体位 .09** .10*** .07* .02象**
⑤頭蓋内圧低下体位l .07キ .08*本 .06本 .07* 一.08* .02*** 
⑦感覚情報の提供 .06* .12*象* .03**キ
⑧IVHの消毒法 一.11孝** .07*象 .09* ** .07* .13*** .05*** 
⑨除毛法 一.08** .07* .09** .02*** 
⑩跨醗訓練 .11*** 一.07本* .10*** .09象* 一.08*本 一.09** .09** .04*** 
祷創ケア事項
①プレーデンスケール 一.12*** 一.07* .09** .09*** .11傘** .08** .10** .04**志
②仰臥位角度 .10事志* .09本* .03**志
③側臥位角度 .09** .10*** .08傘* .08* .04事象本
@坐位の減圧 一.07* .08** .09** .08* .08* .02*** 
O N 
⑤丹座のリスク .09*** .07* .09*** .05~** 
⑤体位変換法
⑦皮膚の清潔法 .07本 .12本志* .02念**
⑧栄養状態の保持 一.15*本* .07*本 .11本** .08* .05念**
⑨発赤のマッサージ禁 .07本 .12*** .09本念 .04*** 
⑩発赤の摩擦予防 .07* .07* .06本 .09本* .08事事 .03*** 
⑪水癌の対応 .07* .10業本忠 .06本 .04歩*本
⑫湿潤環境の保持 .07本 .08** .08** .06* .10念事 .06*** 
⑬生食洗浄法 .09志* .01 ** 
⑭消毒剤の生食洗浄 .06* .08傘 .02*** 
⑮保護剤の使用法 .10*** .10**傘 .09*象* .09** .09*** 
⑮イソジンシュガー療法 .11*** .15*** .09**象 .07* .08*** 
⑫壊死組織の処置 .10念** .10** * .03者**
***pく.001 * * pく.01 * pく.05
注)表内の数字は標準偏回帰係数 (β)を示す
